


イーストルーフシルバー２ ( 透湿ルーフィング ) 標準施工要領
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【瓦屋根の場合の納まり一例】

（図 6）

流し桟工法例

（図 5）

水抜き桟木工法例

　　  桟木に雨水等が滞留しないようにして下さい。
（4） 瓦桟木等の施工は、 流し桟工法や溝が加工された桟木を使用し、

下のイーストルーフシルバー２のステープルと

重ならないように交互に打ち込む。

（図 4）
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ステープルの留め付けは正確に行う事。

　　　 ステープルはステンレス製を推奨します。 ステープルの打ち込み間隔の目安は、

野地板

　　　 約 150mm とします。 （図 4 参照）

（3） ステープルは透湿ルーフィングの重ね部に打って下さい。 ステープルを打った部分は
　　　 必ず透湿ルーフィングを 2 重にするか、 屋外用防水テープを貼って下さい。
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（6） ピンホールが出来るおそれがある箇所 （出隅 ・ 入隅など） は、 屋外用防水テープ等で補強処理をします。

・ 壁際部は平行側 ・ 流れ側とも 250mm 以上の立ち上り
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（5） 壁取り合い部

（図 7）

（図 8） （図 9）

　　　　透湿ルーフィングを 250mm 以上立ち上げて下さい。

かつ、 雨押え上端より 50mm 以上を確保する事。
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